
  同学会には、2本の論文を投稿しておりましたが、そのうちの1本での受賞となりました。
（もう一本は、既存技術の新しい組み合わせによる新製品開発についての論文でした）

国際学会GCBF2018にてアワード受賞！　2018年1月4日

米国ハワイ島コナで開催された国際学会GCBF（Global Conference on Business and Finace、2018年1月
2日〜5日）にて、冨田賢がアワード（Outstanding Research Award）を受賞しました！

2016年に続いて、2回目の受賞となります。これにより、国際ジャーナルへの論文の掲載も決まりました。

慶應義塾大学からの博士号取得研究である企業間アライアンスの相互補完数理モデルの構築を事例とし
て、複数の理論やコンセプトを組み合わせることによって、新しいインベンションを生み出すことができると
いう内容の論文です。

 ”HOW TO CREATE RESEARCH INVENTIONS BY THE COMBINATION OF MULTIPLE THEORIES 
AND CONCEPTS: AN IMPLICATION FROM DEVELOPING A NEW MATHEMATICAL MODEL FOR 
CORPORATE ALLIANCES”　　　　　　　　　　　　Satoshi Tomita, Ph.D., Professor, Rikkyo University

The 2018 Kailua-Kona Global Conference on Business and Finance（GCBF2018）, HI081817500 on January 3rd, 2018


